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第四節整理と現地調査 れている。また台湾を研究する学者は多くの日本

の文献資料を引用参考にしている。そのため、描

写、翻訳、立場、視点にかかわらず、すべて不完

全なところがあり、人名と地名もまたよく考証さ

れていない。そこで私は実際にSinvaudjan、

Kuskusの両社の族人を訪れ、話を聞いた。平行

本節では話者が口述した話を主とし、文献の

記載を参照し、実際関係する地点の今年度調査を

踏まえて叙述する。

日本の文献は日本の台湾植民地化の立場で書か
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人に発見された。これがKuskus人と琉球人の

最初の遭遇であった。

Kuskusの人は多人数の琉球人がかれらの作物

を盗み食いしていることは、伝統的風俗習慣に照

らせば、琉球人がすでにKuskusの領地に侵入

しており、その場で琉球人を処罰することができ

ることは分かっていた。ただ琉球人の人数は極め

て多く、Kuskus人に恐怖を感じさせ、そこで琉

球人を追い払う合図をおくり、かれらが自然と離

れていくことを希望した。その後、部落に走って

帰り、部落の人にqalja（敵人）が領地に侵入し

たと報告した。琉球人がKuskus人が歩いた道

にしたがって、ついにはKuskus部落に歩き着

くとは思いもしなかった。

琉球人は部落の人に食物を要求し、かつ部落で

一夜を過ごした。ただ双方の言葉が通じず、誤解

が生まれ、琉球人は恐怖を感じ、その夜のうちに

竹社渓に沿って西へ行き、山を下り、交易所に行

き着いた。劉天保2に協力と援助を頼んだ。その

ころ交易所の外にはしだいしだいにSinvaudjan、

Kuskus、Tjuaqaciljay（茄芝英社）とTjaljunay

等の部落の人が集まり、琉球人に入山の意図を回

答するよう要求した。双方意思を通じ合う方法は

なく、琉球人は脅威を感じ、反抗的行動があった。

族人的観点からみれば琉球人は部落の領地に進入

し、部落本来の法律を犯していたので琉球人は殺

されてしまった。

して自分で事件と関連する場所を訪れ、必要な作

業を行った。

この事件は120余年が過ぎ去ったに過ぎない。

けれども部落には文字記録が無いため、部落に伝

えられた歴史や文化は口伝によるしかない。その

上、ほんの少しの人しか、その戦い（牡丹社事件）

の話をしなかった。そのため先達1方が記憶して

いることは、断片断片で語られ、筆者は時間をか

けて整理し、話者が言った内容をつなぎ合わせた。

ある部分は現在ではもう明瞭にするすべがなく、

ある種の遺憾を感じる。だからこそ、聞き取り内

容の信頼度を高めるため、何人かの話者から教え

ていただいた多くのことを相互に突き合わせるし

かなかった。したがって、その時発生した事を完

全に復元したものではないけれども、当時の事件

の主役であるSinvaudjan・Kuskusの子孫の口

伝をつなげた見解とはいえよう。以下は筆者が実

際に現地調査・聞き取り後に整理してできた成果

である。

（－）事件の起因と曰本軍への対抗経過

の復元

１．１８７１年事件の原因

話者の証言から、その時琉球人が山区に進入し

た状況を描くことができる。以下聞き取りから整

理して構成した内容である。地理名称は現今の名

称を使って説明した。

琉球人は八瑠湾北側の港仔村附近の海岸に上陸

した。砂丘に沿って南へ行き九棚渓の河口に着い

た。九棚渓に沿って上流の山中を歩き、二つの渓

が合流しているところに偶然行き着いた。北側の

支流が高士渓、南側の支流が八瑠渓である。琉球

人は高士渓の岸に小道があるのをみつけた。この

小道はKuskus（高士仏社）人がいつもは海に行っ

て魚をとるために使っていた。こうして渓に沿っ

てKuskusの農作地に行き着いた。当時Kuskus

人は高士渓沿いの平地を耕作していた。琉球人は

進みながらKuskus人が渓周辺に植えていた作

物を盗み食いし、作物を見回りしていたKuskus

２．１８７４年日本軍との対抗経過

何年か経た後、統哺・保力の村民が族人に知ら

せてきた話では、日本軍がSinvaudjanとKuskus

を攻撃してくるという。当初部落では日本が攻撃

してくる原因がよくわからなかった。その後、部

落の族人が昔日本人を殺したことがあり、そのた

め日本人が報復を求めているのだということがわ

かった。統哺・保力から伝わった,情報には、日本

軍はMacacukesからSinvaudjanとKuskusの

部落を攻撃するという。そこで族人は一歩先んじ

てMacacukesで日本軍が来るのを待ち伏せした。

’訳注「Sinvaudjanから見た牡丹社事件上」では、「老人家」をお年寄り方と訳した。日本語としてこなれない
ので、「先達」と多くの場合は翻訳した。文脈によって訳語を変えた。

２訳注華阿財「『牡丹社事件』についての私見」（『台湾原住民研究第10号』４６頁、2006年）によれば、劉天保とい

う姓の人は地域に居らず鄙天保という人がいたということを立証している。
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その間も、族人は遊撃的方法で日本軍の偵察隊を

襲撃した。その後、石門峡（Macacukes）で双

方の最初の交戦が起きた。Aruquが率いる部落

内の勇士はみんな勇気をふるって敵に抵抗し、お

それず危険な山壁の上によじ登り、もっともよい

攻撃位置を取得した。族人の銃は実際とても貧弱

で、そのため弓矢、短刀を使って接近戦で応戦し

た。しばらくの間は族人が占領した地理的優越に

よって、日本軍に抵抗することができた。日本軍

の兵力は多く、武器においても優勢で、族人は後

退せざるをえなかった。山の中に撤退し、頭目

Aruqu父子はこの時の戦闘で戦死した。

日本の軍隊は継続して進入し、族人はTataqan

の山頂で岩等を準備し日本軍の到来を待ちうけて

いた。第二波の攻撃が発動された。それからは日

本軍の進歩した武器と人数の優勢に敵せず、とう

とう日本軍はSinvaudjanとKuskusの部落所在

地を探しだした。ただし、部落には人はいなかっ

た。族人は全員山中に入り隠れていた。部落の勇

士は継続して山林の地形を利用し、遊撃戦を続行

した。時間を選ばず、場所を選ばず、突撃攻勢を

しかけ、日本軍に、大きな死傷者と困惑と憂慮を

与えた。

族人と日本軍の戦争期間中、ずっと日本軍は人

をSinvaudjanとKuskusに派遣して説得してい

た。その中で播文燕の位置は特別であった。その

当時、「恒春下蕃」十八個の部落は結盟関係にあ

り、四人の頭がおのおのいくつかの部落を管轄し

ていた。その内の一つ猪勝束社の播文蕪は牡丹社、

高士仏社、女011社を管轄していた。ただし、１８６７

年頃には、播文衣は牡丹社、高士仏社、女佃社を

ほとんど掌握してはいなかった。1874年、渚文蒸

は日本軍と良好な関係があったので、日本軍を助

けて、牡丹社、高士仏社、女佃社に日本軍が望む

帰順の意思を表すよう説得した。しかし、牡丹社、

高士仏社、女(H1社は帰順しなかった。そのため日

本軍は部落への進攻を決定したのである。

戦闘がしばらく続いた後、族人は早期に日本軍

との敵対的状況を終わらせることを希望した。そ

のため、Aruquを継いで新指導者になったKuliu

は保力で西郷従道と会談した。実際、この戦争の

勝敗はわからない。日本軍は人力と物力の消耗を

願わず、積極的に人を派遣して族人を説得した。

族人は日本軍に善意があると感じ、日本軍との対

談に同意した。それゆえ族人は日本に負けたとは

全く認めていない。

３．人物調査

（１）Aruqu

Aruquとは文献に登場する牡丹社勇士を率

い石門古戦場で日本軍に対抗した阿藤頭目のこ

とである。実際聞き取りからAruquが、確実

にこの人（阿磁頭目）であるといえる。Aruqu

はRuljigaljigの祖先である3．当時、Sinvaudjan

の勇士を率いて日本に対抗した。時が過ぎて已に

久しく、話者たちは全員AruquとKuliuの関係

をはっきりと表示できず、ただ、KuliuはAruqu

の後輩であり、彼らは同一の家族の人であるとい

うことを示すだけである。

話者たちがAruqu事について知っていること

は多くはない。ただ、Aruquが族人を率いて、

日本軍と戦った勇敢な事蹟に対しては、部落の指

導者として全員が認めている。部落の生存と安全

のために尽くす事が彼の責任と義務であった。し

かし、彼は石門の戦いで戦死した。族中は一番の

指導者を失ったのである。Aruqu父子と一緒に

戦った族中の勇士たちには感動的な英雄表現がな

され、彼らは族人の深い深い尊敬と称賛を受けて

いる。

（２）日本軍に捕まったTjaIjunayの少女

PuikuKiviからの聞き取りの中で、日本軍が

部落に進攻した時、一人の女の子が捕まったこと

が話された。この女の子はPuikuKiviの親戚で、

女の子が年を取ってから、日本は彼女を部落に戻

した。しかし女の仔は鯵々として楽しまず、いつ

も独り言を言っていた、ＫｉｖｉＶｕｖｕはそのとき

彼女が日本語を話していたことを知っていたとい

Ⅲ訳注、高加馨さんによると、卒業論文段階ではAruquはRuljigaljigの祖先だと聞き取りしたが、修士論文段階
（｢牡丹社群的歴史輿文化軌跡一従排湾族視点‐」４９頁、台南師範学院、参照）で、『番族慣習調査報告書』五巻1,

145-6ページにkavulungan家の頭目と記されていることを発見し、kavulunganに修正したいという。ここでは
卒論原文のまま表記した。なお、Aruquの子孫は絶えてしまったということである。
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う。しかし当時の族人には彼女がなんと言ってい

るかわからなかった。彼女はたいへん奇妙だと認

識されていた。そのため彼女はほとんど相手にさ

れなかった。その後彼女は精神に異常をきたし、

食事を食べず死んでしまった。

筆者は日本が女の子を送り返してきた原因を推

測するすべはないが、筆者が話背の話から次のよ

うに推測する。族人とのわだかまりがうまれたの

は、小さい時、日本で1-1本の教育をほどこされ、

長年Ⅱ本に住み、日本の生活に適応し、再び部辮

に帰ってきて、生活習慣と風俗が同じではないこ

とがはっきりとしたためである。したがって、必

然的に、新しく適応しようという気持ちが求めら

れた。異なる環境の矛盾に何度も適応しようとし

た。ある意味では再び|=１分の家族に会えたことは

喜びであったが、日本の生活も懐かしく思われる

のであった。だから、彼女は｢１本に戻りたいが１１

本にもどるとは言えなかった。これが、ひょっと

したら彼女が鯵々として楽しまなかった原因かも

しれない。

その後、播家は別に新しい墓を造り、民国６８

(1979）年11月１１=1に修築、墓碑には孝男播文本、

孝孫播文｣［と刻まれている（ただ嫡系だけが記さ

れている)。ここで筆者はSinvaudjanと同じ習

俗を発見した。それは、嫡系は隔代ごとに|Ｔｌ名に

なるという事実である。そのことがこの家の本家

に示されている。そして、新しい墓の左前に古い

墓碑があった。前後の墓碑には字が刻まれている。

前には「■■■濡阿比墓」と刻まれ、後ろには播

阿比の－化の事蹟五項目が刻まれている。

一．明治三十五年一月-liil］授命恒春県巡査補

二明治四十年八)]二十二'三1於東■帝宮領明治

勲章勲刀等

三．「Ⅲ治匹l-l-四ｲ|：南蕃討伐事件平定各社蕃民

四．大正五年一月-'一日授命阿比為通事

江．大[|ﾐ九年十月一日拝命恒春郡満州庁長

生於民前三｜一年八Ｈ二十日

於民国二十一年六月二’－－日逝

年代はある時期に風雨にさらされたため、宇鰄体

はみえるがはっきりはしていない。しかしながら、

播家が日本植民地下で確かに勢力のある家である

ことを示す実に有ﾉﾉな物証として新たに文献に加

わった。湘文本家簡譜は次の通りである。

（３）濡文布

播文悲の事蹟、功業に関しては、文献から知る

ことができるが、実際の聞き取り調査でも知り得

た。濡文本はたしかに牡丹:仕事件の調停人であっ

た。稲文悲の子孫播榮宗さんは播文懇がその時１１

本軍を助けたので、Ⅲ本章から贈与された刀、剣、

勲章などが残っているという。何年か前、旭海に

ある播家の家族は（屏東県）満州（郷）に帰って

祖先の墓碑を運んできた。但し、藩文悲のものは

捜すことができなかった、ただ稲|呵比のⅡ]墓碑が

あった。墓碑は図３の通りである。

【濡文本家簡譜］

第一代

播文悲第二代

('853-1913)－濡阿比第三代

（1882-1930)－濡文本

妻濡桃龍妹

第四代

長男添文正

妻朱銭釧仔一第五代

長男播榮宗

（1950-）

妻播秋敏一

第六代

一播泓異

図３番阿比之旧墓碑

－３０－
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（二）関連する地点調査

筆者は事件が発生した各場所の地1111的位i灘関係

や比較関係を111解するために実地調査をし、真実

に近づこうとした。それゆえ、牡丹社事件の関連

地点を訪れ、その地域を体験することによって、

歴史と現在の空間を結合し、さらに事件の発生過

程を`体得することができた。

苧

Ｇ
（

患1A墹鴎!［１１，塾'－１も＿
１．琉球人の上陸地点

琉球人の上陸地点は八璃湾の北岸もしくは南岸

に位置するのかは文献記戦上全く明瞭ではない。

港仔に住む91歳の桃丁興さんは、昔、港ｲ１２漁港の

近くの中科院検査哨附近に日本人が作った琉球人

上陸地という木札の表示があったと証言した。そ

の他の話者も港仔村の漁港付近と証言している。

これにより、比較的正ＩＭｉな位置を推測することが

できる。すなわち八瑠漉の北岸に違いなく、現在

の満州郷港仔村の漁港附近である（ｌｘＩ４)。

図４八瑠湾

２．琉球人の通行ルート

高士仏社の八嬬湾に行きつく道と現在の石門村

へ行きつく道を知るために、筆者は族'11の先達に

頼んで、文献内容とl1Hき取り結果と、現在の地1X］

および1904年の１１本給製地図を照らし合わせて、

実地調査をした。さらに琉球人が八嬬湾から高-|＝

仏11｣を経て、交易所に到った路線を推測した（地

図５）。
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